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・
女
性
（
男
女
差
別
、
Ｄ
V
、
セ
ク

　

ハ
ラ
）

 

・ 

子
ど
も
（
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
）

 

・
高
齢
者
（
就
職
差
別
、
虐
待
）

 

・ 

障
害
者
（
乗
車
拒
否
、入
居
拒
否
）

 

・ 

同
和
問
題（
結
婚
差
別
、差
別
発
言
）

 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
（
就
職
や
結
婚
の

　

差
別
）

 

・ 

外
国
人
（
就
職
差
別
、入
居
拒
否
）

 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
ハ
ン
セ
ン
病
患

　

者
な
ど
（
偏
見
・
差
別
）

 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
（
就
職

　

差
別
、
入
居
拒
否
）

 
・
犯
罪
被
害
者
な
ど
（
中
傷
、
名
誉

　

棄
損
）

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵

　

害
（
名
誉
棄
損
や
差
別
助
長
表
現

　

の
掲
載
）

 

・
北
朝
鮮
当
局
の
人
権
侵
害
問
題

 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
（
嫌
が
ら
せ
や
暴
行

　

事
件
）

 

・
性
的
指
向
・
性
同
一
性
障
害
者

　
（
少
数
派
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
、

　

差
別
）

第 70回人権週間
12月４日～ 10日

 

・
人
身
取
引  

 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権

　

問
題
（
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者

　

へ
の
差
別
）

《世界人権宣言　70周年》
「みんなで築こう   人権の世紀
　～考えよう相手の気持ち
　　　　　未来へつなげよう  違いを認め合う心～」

　
昭
和
23
年
に
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

毎
年
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
特
設
相
談
所
の
開
設
や
街
頭
啓
発
な
ど
を
通
し
て
、

人
権
を
考
え
る
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
感
じ
た
と

き
は
、
左
記
の
窓
口
や
人
権
擁
護
委

員
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

　

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
０
４
７
８

■
み
ん
な
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

■
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

℡
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
窓
口

　

http://w
w
w
.jinken.go.jp/

■
人
権
擁
護
委
員

 

・
長
門
地
区

　

笹
原
芳
正
、
南
野
新
、
熊
野
恭
子

 

・
三
隅
地
区　

　

藪
木
則
敏
、
田
中
裕
子

 

・
日
置
地
区　

　

山
崎
陽
子
、
中
尾
努

 

・
油
谷
地
区　

　

西
中
正
夫
、
中
川
美
智
子

※
相
談
日
時
は
市
民
活
動
推
進
課
に

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
人
権
相
談
を
実
施
】

【
主
な
人
権
課
題
】

人権
を考える

じんけん

Part1

【
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
】

■
日
時　

12
／
20 

（木）　10
：
00
〜
12
：
00

■
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

●市民活動推進課人権推進室
　℡ 23-1299

【市内での人権啓発活動】

深川小学校

日置小学校

　

2011
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
の
死

亡
率
が
全
住
民
の
死
亡
率
の
2
倍
に

上
り
、
2016
年
の
熊
本
地
震
で
も
多
く

の
障
害
者
が
必
要
な
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
孤
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に

続
き
、
今
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
で

は
、
県
内
で
死
者
が
出
る
な
ど
甚
大

な
被
害
と
な
り
、本
市
に
お
い
て
も
、

い
つ
次
の
災
害
が
発
生
し
て
も
何
ら

不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

た
め
に
は
、障
害
の
あ
る
人
自
身
が
、

災
害
に
対
す
る
安
全
対
策
を
事
前
に

し
て
お
く
こ
と
、
地
域
の
支
援
者
が

●
備
え
て
お
き
た
い
こ
と

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録

　

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

地
域
の
要
配
慮
者
の
情
報
を
ま
と

め
た
名
簿
で
す
。事
前
に
登
録
し
て
、

自
分
の
障
害
の
特
性
な
ど
を
知
っ
て

お
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
安
全
な
避
難
経
路
を
決
め
て
お
き

　

ま
し
ょ
う

　

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
人
や
、

視
覚
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
自
分
の

障
害
特
性
に
合
わ
せ
た
、
安
全
な
避

難
経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
か
か
り
つ
け
医
な
ど
と
相
談
し
て

　

お
き
ま
し
ょ
う

■
視
覚
障
害
の
あ
る
人

　

視
力
が
低
下
し
た
り
視
野
が
狭

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
活
に
支

障
が
生
じ
て
い
る
状
態
。

 

・
支
援
者
か
ら
声
を
か
け
、
常
に
話

　

し
か
け
な
が
ら
誘
導
し
ま
し
ょ
う

 

・
盲
導
犬
の
邪
魔
に
な
る
事
は
や
め

　

ま
し
ょ
う

■
聴
覚
障
害
の
あ
る
人

　

耳
の
聴
こ
え
が
低
下
し
た
状
態
。

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を

　

選
び
、
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い

　

表
現
で
話
し
ま
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ス

　

チ
ャ
ー
を
ま
じ
え
る
と
、
よ
り
伝

　

わ
り
や
す
く
な
り
ま
す

■
肢
体
不
自
由
の
あ
る
人

　

上
肢
・
下
肢
・
体
幹
の
運
動
機
能

の
障
害
が
あ
る
状
態
。

 

・
車
い
す
の
取
り
扱
い
に
留
意
し
、

　

要
望
や
指
示
を
受
け
な
が
ら
サ

　

ポ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う

 

・
段
差
の
多
い
場
面
で
は
、
複
数
人

　

で
対
応
し
ま
し
ょ
う

■
知
的
・
発
達
・
精
神
障
害
の
あ
る
人

　

知
的
障
害
は
、
何
ら
か
の
要
因
に

よ
っ
て
、
知
的
機
能
の
発
達
が
遅
れ

て
い
る
状
態
。

　

発
達
障
害
は
、
子
ど
も
の
発
達
途

〜
市
民
誰
も
が
相
互
に
支
え
あ
う
「
共
生
社
会
」
に
向
け
て
〜

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

　

中
断
す
る
と
命
に
関
わ
る
病
気
の

治
療
を
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
か
か

り
つ
け
医
な
ど
と
、
災
害
時
の
医
療

体
制
を
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
地
域
の
防
災
組
織
な
ど
と
協
力
し

　
た
い
こ
と

①
日
々
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

ま
ず
は
、
あ
い
さ
つ
な
ど
か
ら
地

域
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
、
い

ざ
と
い
う
時
に
意
思
の
疎
通
が
し
や

す
い
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
災

害
時
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど
を
一
緒

に
学
び
、
希
望
が
あ
れ
ば
伝
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
隣
近
所
で
協
力
し

て
、
複
数
で
避
難
す
る
体
制
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
の
備
え
と
支
援

地
域
と
つ
な
が
り
を

持
ち
ま
し
ょ
う

障
害
の
あ
る
人
へ
の

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

上
で
、
生
体
の
機
能
の
一
部
が
成
熟

せ
ず
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
。

　

精
神
障
害
は
、
精
神
的
な
疾
患
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
症
状
、
身

体
症
状
、
行
動
の
変
化
が
見
ら
れ
る

状
態
。

 

・
異
常
事
態
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま

　

す
。
身
近
な
介
助
者
が
い
な
い
か

　

確
認
し
ま
し
ょ
う

 

・「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
や
さ
し
く

　

接
し
ま
し
ょ
う

 

・
話
す
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
、
丁
寧

　

に
、
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う

■
内
部
障
害
の
あ
る
人

　

疾
患
な
ど
に
よ
っ
て
内
臓
の
機
能

に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
活
動
が

制
限
さ
れ
る
状
態
。

 

・
荷
物
な
ど
を
代
わ
り
に
持
っ
て
あ

　

げ
ま
し
ょ
う 

・
場
合
に
よ
っ
て
は
避
難
所
で
は
な

　

く
医
療
機
関
へ
誘
導
し
ま
し
ょ
う

　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
災
害
か
ら

身
を
守
る
に
は
本
人
の
準
備
だ
け
で

な
く
、
家
族
や
地
域
住
民
な
ど
周
囲

の
人
た
ち
の
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
市
民
誰
も
が
相
互
に
支
え
あ
う

「
共
生
社
会
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　

福
祉
課
障
害
者
支
援
係

　

℡
23
‐
１
２
４
３

協
力
し
て
障
害
の
あ
る
人
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
障
害
者
週
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
近
年
多
発
す
る
大
規
模

な
自
然
災
害
に
対
す
る
「
障
害
の
あ

る
人
の
備
え
と
支
援
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

▲防災訓練に参加し、サ
　ポート方法を話し合っ
　ておきましょう

▲障害のある人が災害から身
　を守るには、家族や周りの
　人の支援が必要です

　花の苗や種を植える「人権の花
運動」を今年度は、６月５日（火）
に深川小学校で、６月 26 日（火）
に日置小学校の２校で実施。児童
らはヒマワリの種を植えて、助け
合いや思いやりの心を育みました。


